
 ⽴命館⼤学情報理⼯学部   以下 海外留学      参加者 募集    
     夏期休暇中 出発  約2 5週間         
　奮ってご応募ください！

１．全体プログラム
プログラム名 研修⾔語 対象回⽣ 派遣先国 滞在形態 募集⼈数 派遣期間（予定）

「アメリカ・ワシントン⼤学」
海外IT研修プログラム

2~4回⽣ アメリカ ホームステイ 25名 8⽉4⽇ 9⽉9⽇

「インド・シンビオシス国際⼤学」
海外IT研修プログラム

3・4回⽣
M1・2 インド 学⽣寮 20名 8⽉4⽇ 9⽉11⽇

 中国 東北⼤学 
短期海外IT研修プログラム 3・4回⽣ 中国 学⽣寮 15名 8⽉26⽇ 9⽉9⽇

「アメリカ・ウースター⼯科⼤学」
海外IT研修プログラム

2・3回⽣ アメリカ
学⽣寮
または

ｱﾊﾟｰﾄﾒﾝﾄ
15名 8⽉9⽇ 8⽉31⽇

「アメリカ・カリフォルニア⼤学・
デービス校＆シリコンバレー」

海外IT研修プログラム
1・2回⽣ アメリカ

ホームステイ
＆

ホテル
25名 8⽉10⽇ 9⽉5⽇

2．応募期間および応募⽅法、選考結果

3．全体スケジュール（各プログラム共通）

※上記⽇程 予定   変更 場合   参加学⽣ 予  知      
※上記⽇程以外に、プログラム毎のスケジュールがあります。

保健         （予防接種 健康管理）
危機管理      ＠教室未定（決定次第 知     ）

申込 締切
参加許可者発表（CAMPUS WEBにて）
事前ガイダンス（合同）　＠クリエーションコアCC101

出発前最終ガイダンス　＠クリエーションコアCC101

英語

2017年4⽉10⽇（⽉）13：00 5⽉8⽇（⽉） 10：00締切（厳守）
（１）　申込⽅法
  情報理⼯学部HP  Web申込 
　　http://www.ritsumei.ac.jp/students/ise2/
　　※「グローバル（海外プログラム・語学講座など）」の項⽬の「海外プログラム」から申込みページにアクセスできます。
　　情報理⼯学部HP＞在学⽣      ＞     （海外      語学講座  ）＞海外    ム
　　※⼗分余裕を持って申し込んでください。期⽇時以外は受け付けません。
　　※             応募⼊⼒             余裕 持  申 込       
（２） 受付締切

　　2017年5⽉8⽇（⽉）10：00
（３）　選考
　　申込時レポートによる選考を経て派遣者を決定します。結果は、CAMPUS WEBの個⼈通知にて発表します。
　　結果発表：2017年5⽉12⽇（⾦）

プログラム説明会に参加4⽉10⽇・11⽇・12⽇
5⽉8⽇（⽉）10：00
5⽉12⽇（⾦）

5⽉27⽇（⼟）13：00 16：10（予定）
5⽉25⽇（⽊）18：00 19：30

7⽉05⽇（⽔）18：00 19：30

2017年度 夏期海外IT研修プログラム 募集要項



4．⽇本学⽣⽀援機構海外留学⽀援制度 ⽀給

5．応募前の確認事項

（４）個⼈情報の取り扱いについて

6．パスポートについて

「アメリカ・カリフォルニア⼤学・デービス校＆シリコンバレー」海外IT研修プログラム

 中国 東北⼤学 短期海外IT研修     

プログラム名
「アメリカ・ワシントン⼤学」海外IT研修プログラム
「インド・シンビオシス国際⼤学」海外IT研修プログラム

「アメリカ・ウースター⼯科⼤学」海外IT研修プログラム

（２）健康⾯ 関        参加学⽣ 定期健康診断（出発⽇  遡  1年以内） 受診       必要   
          受診     ⽅ 必 保健     相談         健康上 不安   場合  必 保健    医師 
          相談してください。
（３）本学の指定する海外旅⾏傷害保険 全員加⼊     義務付   。個別に他の保険に加⼊している場合も、
          本学 指定  海外旅⾏傷害保険 加⼊       

          書類に記⼊してもらう個⼈情報は、派遣者の選考・渡航に関する⼿続や本学からの連絡、および今後のプログラム内容の
          改善 図    個⼈ 特定    学内統計資料 作成⽬的   使⽤        派遣先⼤学   旅⾏
          代理店 保険会社 対   渡航⼿続 保険⼿続 進  上 必要 情報      提供     

◆お問い合わせ先◆
⽴命館⼤学  留学       
〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1
TEL: 077-561-4881　　FAX: 077-561-4882　　メールアドレス：itprj2@st.ritsumei.ac.jp
受付時間： ⽉ ⾦ 10：00 17：00（11：30 12：30 除 ）

　⽇本国籍を有する者⼜は⽇本への永住が許可されている者のうち、⼀定の成績基準と家計基準を満たし、研修後にレポートを提出す
     ⽇本学⽣⽀援機構  奨学⾦ ⽀給   場合      申込時 ⽀給希望意思 確認  学⽣    奨学⾦⽀給者
には別途案内しますので、個別の申込みをする必要はありません。

 本       参加 際           参加        遵守事項 （別紙） 熟読       健康 安全管理 現地
  ⾏動 経費    事項等 関  重要事項 記載      参加者  内容確認 上  遵守事項誓約書  提出     
す。詳しくは、事前ガイダンス（合同）で説明します。加えて、以下の点について確認してください。
（１）海外に⾝を置き学び、⽣活することは、かけがえのない貴重な経験となると同時に、時には困難やストレスを伴うことが予想
　　　　 されます。現地滞在中の様々なトラブルについては、基本的に⾃⼰の責任において対処することになりますので、現地に
         ⼗分 ⾃覚 持  責任  ⾏動 ⼼掛       

（１）パスポート有効期限
　　各プログラムの参加期間に伴い、それぞれ下記有効期限まで有効なパスポートが必要となります。現在すでにパスポートを
  所有     ⽅        有効期限 申込       条件 合     再度 確認 上 応募       

（２）パスポート取得に関する注意事項
     取得 航空券予約 関係上 現在      所有          更新⼿続  必要 場合  5⽉12⽇（⾦）
      までにパスポートの取得申請ができる⽅に限り、参加申し込みを認めます。
   新規       取得   ⽅  ⼾籍謄本等 書類 必要    早  取 寄            取得  申請  
   １ ２週間程度時間         余裕 持  ⼿続         
        残存期間 要件  予告  変更             残存有効期間 出発時6 ⽉未満 場合   更新
          勧         更新   申請   必 ⾏         申請後 更新 認     
      乗継地    旅券残存条件 異  場合      

必要な有効期限
2017年12⽉中旬
2018年3⽉中旬
2018年3⽉中旬
2017年11⽉末⽇
2017年12⽉中旬

◎成績基準：⽂部科学省成績評価係数2.30相当（GPA3.5程度）以上（前年度成績）
◎語学基準：TOEIC LISTENING&READINGテスト400点以上（TOEFL Test の場合、

PBT (Paper-Based-Test) 435点以上、iBT(internet-Based-Test)41点以上、TOEIC Bridge Test 141点以上。
IELTSの場合、5.0(Academic Module)以上）、    前年度 語学成績 成績評価係数2.30相当以上

◎家計基準：年収・所得の上限 給与世帯955万円程度、給与所得以外の世帯469万円程度



2017年4⽉  情報理⼯学部

プログラム名
派遣先国・地域

期間
滞在形態
担当教員

プログラム概要

プログラム応募条件

 情報理⼯学部/研究科              国際⼤学海外IT研修              市 
        国際⼤学 集中的 学 IT教育          ⾼     英語運⽤能⼒ 異⽂化
適応能⼒ 養成 図    加            世界規模 進展  IT産業界 体感   IT先
進国     専⾨的   実践的 IT 知識 技術 学      3 4回⽣ 学部学⽣    情報
理⼯学研究科博⼠課程前期課程 所属  学⽣  基礎的 IT知識（主       指向技術）
   英語 基礎学⼒（TOEIC  LISTENING&READINGテスト500点以上が望ましい）を持った
学⽣を主たる対象に実施します。
 ⾼度 IT知識 技術 修得  
　IT技術、特にオブジェクト指向技術は、将来SEを⽬指す学⽣にとっては重要な核技術であり、世界に通
⽤するソフトウェア技術者になるためには必須と⾔えます。　研修中にお世話になる（株）ソフトブリッジ・グ
            東芝 凸版印刷 NEC ⽇⽴   ⽇本    IT企業 SE 対  英語   
中 ⻑期 滞在型IT技術研修 実施     IT 関  教育訓練    ⼗分 実績 持      
講師       国際⼤学 教員        環境       指向技術 関  知識 技術 体
系的 学習     通   IT核技術 関  専⾨知識 深       実際 活⽤  技術 ⾝  
けます。
・IT産業の世界的な進展を体験する。
　インドは、世界有数のIT教育⽔準を誇り、欧⽶向けのオフショア開発を中⼼にIT産業において急激な成
⻑ 遂  IT⼤国   ⽶国企業         夜間対応 担            開発基地   
欧⽶のIT産業から巨額の投資を受けるなど、その役割はマスコミにも⼤きく取り上げられています。今回のプ
ログラムでは、そのIT⼤国でIT技術を修得するとともに、IT企業を実際に訪問することで、世界のソフトウェア
開発現場の最前線を肌で感じ取ることができます。また、（株）ソフトブリッジ・グローバルスタディーズではイ
  ⼈SE ⽇本語 IT技術 学     交流 中   現地 IT技術者 技術    ⽣ ⽅ 触 
ることができます。
・英語で学ぶ
           英語 ⾏     世界 IT技術 公⽤語 英語      ⽇本企業 海外  
フショアでソフトウェア開発を外注する傾向が加速しており、仕様打合せなどで英語を使⽤する機会が急増し
ていること、多数の外国⼈技術者を雇⽤する⽇本企業が増えてきていることなどを考えると、英語でIT技術
 学    不可⽋      世界 英語 話 ⼈ 数     多 国         

2017年度           国際⼤学IT研修     
インド・プネ

      国際⼤学 留学⽣寮（期間中⼀部         ）

2017年8⽉4⽇（⾦） 9⽉11⽇（⽉）（予定）（    前後 事前 事後講義  ）
※           影響   ⽇程 変更   場合      

平林 晃 教授

次の要件を全て満たすこと
①情報理⼯学部3 4回⽣ 情報理⼯学研究科博⼠課程前期課程1 2回⽣
②TOEIC LISTENING&READINGテスト400点以上（TOEFL  Test の場合、PBT (Paper-
Based-Test) 435点以上、iBT(internet-Based-Test)41点以上。TOEIC Bridge  Test 141点
以上 IELTS 場合 5.0(Academic Module)以上）     前年度 語学成績 ⽂部科学省成
績評価係数2.30以上（GPA3.5程度）
＊上記を条件とするが、TOEIC LISTENING&READINGテスト500点以上が望ましい。
③基本的 IT知識（特       指向技術） 有  者 望    
④事前講義・事後講義への出席、帰国後の課題提出
※事前講義 事後講義 出席   場合 派遣選考 取消   科⽬不合格（F評価）       
ります。



2017年4⽉  情報理⼯学部

成績評価・単位取得

プログラム参加費⽤

奨学⾦
（「⽇本学⽣⽀援機構海外
⽀援制度（短期派遣）  

参照のこと）
募集⼈数

事前講義
（「全体スケジュール」も

参照のこと）

事後講義

その他

9⽉下旬予定。詳細は決まり次第、参加学⽣に予め連絡します。事後講義は授業のため、必ず出席をし
てください。

      修了者   2017年度後期開講科⽬   単位 授与     成績評価  現地  評
価 参考     本学 担当教員 ⾏    
（１）受講対象 ：　学部3・4学⽣、博⼠課程前期課程院⽣
（２）授与単位 ：　4単位
（３）科⽬名 ：
     情報理⼯学部 
　　　　　単位：4単位
　　　　　単位授与科⽬：専⾨科⽬分野・キャリア養成科⽬「海外IT研修プログラム（インド）」
     情報理⼯学研究科 
　　　　　単位：4単位
　　　　　単位授与科⽬：共通科⽬「海外実習」
（４）評価 ：　本学の基準に基づいて5段階評価
（５）本学担当教員 ：
     平林晃教授 ⾼⽥秀志教授 DAUER HARRY准教授 JEREMY WHITE准教授
（６）その他 ：
　　　　　後期開講科⽬として取扱います。また、単位は受講登録制限外です。期間と重なる
　　　　　夏期集中講義の受講、およびプログラム期間と重なる追試験の受験はできません。

■参加費⽤（概算） ＊参加⼈数    補助⾦額 増減    
550,000円程度－（渡航費/     費⼤学負担202,500円）＝実質347,500円程度
○参加費⽤に含まれるもの：
現地研修費⽤（授業料他） 現地       宿泊費 現地⾷費（朝⼣⾷）現地空港送迎（往
復） 往復航空券 
国内 現地空港税 燃油       航空保険料 海外旅⾏傷害保険料   取得費⽤
○参加費⽤に含まれないもの：
     取得費⽤ ⽇本国内 交通費 現地⾷費（昼⾷ 追加分） 現地  個⼈費⽤（⾏動費 
電話代 医療費  ） 超過⼿荷物料⾦  

■参加費 関  留意事項
①参加費⽤は参加者20名をベースに算出したプログラム費⽤です。参加⼈数によって費⽤が増減します。
参加費納⼊の案内は、参加者確定後にお知らせします。
②利⽤  航空機 適⽤運賃 料⾦  著  経済情勢 変化      通常想定   程度 超 
 改訂       参加費⽤ 変更          
③外国為替    関係  現地研修費⽤ 航空運賃等 変更  参加費 変動  場合      
④上記参加費⽤      ⽬安   上記① ③ 事由等 研修費⽤ 上記概算⾦額  ⼤  変
更  場合  参加費確定前 参加者 連絡    
⑤参加者選考後        場合       料 発⽣         料   現地     費
⽤ 往復航空券（国内  現地空港税 燃油       航空保険料等 含 ）費⽤ 含     

⽇本国籍を有する者⼜は⽇本への永住が許可されている者のうち、⼀定の成績基準と家計基準を満た
  研修後      提出      ⽇本学⽣⽀援機構  奨学⾦（120,000円/⼈） ⽀給   
場合      申込時 ⽀給希望意志 確認  学⽣    奨学⾦⽀給者  別途案内    
で、個別の申込みをする必要はありません。
20名程度

事前講義を以下の⽇程で実施します。事前講義は授業のため、すべて出席する必要があります。
第1回⽬ 5⽉25⽇（⽊）6限⽬（18:00 19:30） ＠         CC103
第2回⽬ 6⽉1⽇（⽊）6限⽬（18:00 19:30） ＠         CC103
第3回⽬ 6⽉8⽇（⽊）6限⽬（18:00 19:30） ＠         CC103
第4回⽬ 6⽉15⽇（⽊）6限⽬（18:00 19:30） ＠         CC103
第5回⽬ 6⽉22⽇（⽊）6限⽬（18:00 19:30） ＠         CC103
上記⽇程 変更 ⽣  場合  参加学⽣ 予 連絡     


